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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　３月　1日　（木）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

・長根　斑男様～　睡眠不安定持続している為、催眠誘導剤変更となり、３月２日就床前薬より４日分臨時処方となっています。引き続き睡眠状態の観察をして行きましょう。
　　　　　　　　　身体状態不安定の為Bユニットホールで食事摂取して頂いてましたが、３月１日朝より、レストランへ誘導しています。当初、椅子から立ち上がろうとせず拒否されていましたが、促しでレストランへ行かれています。行かれた後はいつもと変わりなく食事摂取されています。

状況に慣れるまでは、朝・昼のみレストラン移動とし、夕食はホールにて摂取して頂く方向とし、食事セッティングはスタッフで行って下さい。

栄養状態不安定の為、補食（パン等高カロリーのもの）で対応して行
　　　　　　　　きましょう。買物業務担当のスタッフは、残金をみながら、パンの購入

お願いします。

・吉田　冨五郎様～　御家族の受け入れ整った事から３月２日　１４:００に退院予定となります。今後は、東八戸病院（紹介状・退院時サマリーあり）へ通院となります。初外来日は退院時処方が切れる前（３月５か６日）に受診して頂くよう、御家族へ説明していきましょう。
· 退院が決定した時点で、医事・SW・栄養・庶務・検査・薬局・外来・他病棟へ必ず連絡するようにしましょう。退院されたら時点でも同様で報告も必ず行って下さい。

・佐々木　利男様～　３月１日朝の申し送り中に、Cユニットスタッフオフィスカウンター

を乗り越えて落ちたと思われる状況を発見。川端Drへ報告。腰部レントゲンの指示あり施行。腰椎骨折疑いの為、室岡整形外科へ救急搬送（主治医指示）されています。受診結果腰椎圧迫骨折との診断でした。この方は１月にも同様の事故を起こしています。

申し送りの最中で人数が少ないにしても、早期対応を心がけて下さい。また、自分の勤務帯・業務に責任持って業務にあたりましょう。

　　　　　　　　　　


・吉田　寿雄様～　３月１日朝より、食後薬拒薬ありました。田名部Drへ報告し、糖尿病の患者様の為、食前薬とインスリン注は必ず施行し食事はとって頂く事。食後薬の精神神経用剤は拒否したら服薬せずに様子観察、明日また指示を出すとの事です。
　　　　　　　　　また、同室患者様と口論となりかけることあり、介入要しています。同室患者様と距離をおいて頂き、訴えの傾聴を密にして精神状態の観察をしましょう。
・久保田　トミエ様～　せっけんの容器でお湯を汲んで水分摂取しようとされており、介入要しています。せっけんの容器をスタッフ預りとしています。又、コップもスタッフ預かりなので、口腔ケア時には、歯ブラシも預かっているので付き添って施行して下さい。
・古川　徳一様～　２月２８日、経管栄養施行中マーゲンチューブ抜去しています。見守りを常に行い、嘔吐・嘔気・一般状態の観察をし、誤嚥性肺炎に気をつけ、安全に施行していきましょう。
・笹山　吉郎様～　２月２８日はむせ込み多くありましたが、３月１日本日は食事むせ込みありませんでした。むせ込みの頻度が高くなってきています。誤嚥性肺炎に十分注意して、一般状態・食事摂取状況を観察しましょう。
・中村　松五郎様～　最近、むせ込みの頻度が高くなっており、食事摂取も途中でやめて様子をみて、介助しています。食事摂取できていない時は、プリン等補食で対応して下さい。その際もむせ込みに注意して下さい。

夜間排尿多量で、一時間に一度おむつ交換をしている状態です。
　　　　　　　　　　パットの種類を変えて対応してみましょう。排泄パターンの検討必要ですので排泄担当のスタッフは検討して下さい。


・小山　正好様～　入浴を拒否することみられています。又、２階の浴室へ誘導すると介助から逃げ回っています。入浴時は、スタッフ２～３名（男性スタッフが入れば男性スタッフ対応）で、事故が起こらないように他患者様は入れず、小山様1名だけ浴室で介助しましょう。介助していて問題があれば、再検討していきましょう。

